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Inter-university Upper atmosphere  
Global Observation NETwork 
1. 京大生存研, 2．京大理地磁気C, 3.名大STEL研, 4.九大ICSWSE,  



































   研究者自身が観測を続けつつ、データベースを維持・運用しなければならない  3 
IUGONETの必要性 
IUGONETは 
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  各機関の 










<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?> 
<NumericalData> 
… 
<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?> 
<DisplayData> 
… 







































    http://www.iugonet.org/data/schema/iugonet.xsd "> 
  <Version>1.0.0</Version> 
 <NumericalData> 
    
<ResourceID>spase://IUGONET/NumericalData/STEL/SuperDA
RN/HOK/HFradar/sd_hok_common_ergsccdf</ResourceID> 
    <ResourceHeader> 
      <ResourceName>SuperDARN Hokkaido HF radar, common 
mode data distributed by 
 ERG-SC</ResourceName> 
      <ReleaseDate>2009-04-01T00:00:00</ReleaseDate> 
      <ExpirationDate>2199-12-31T23:59:59</ExpirationDate> 
      <Description>Common mode data generated by SuperDARN 
Hokkaido HF radar. Data 
. Data files are distributed in the CDF format through ERG-
SC</Description> 
 … ... 














http://search.iugonet.org/iugonet ＃ of metadata registered 
(as of April 2012) 
1.68 million 
(* including metadata of data files) 
 Metadata DB platform 
DSpace - an open source software 
to manage digital contents and  
their metadata - with 
customization depending on our 
metadata 
 Metadata format 
SPASE metadata model with some 
modifications according to 
characteristics of the ground-

















UDAS（iUgonet Data Analysis Software） 
• IUGONET所属機関が公開している地上観測デー
タを描画、解析するためのソフトウェア。TDAS（
THEMIS Data Analysis Software suite）のプラグインソフト。 







  ・ データファイルを自動ダウンロード 
  ・ 時系列データの表示・解析に強い。 
  ・ GUIあり。 （フリーのIDL-VMはGUIのみ） 
  ・ 本ツールを使用し、太陽(.fiz)や超高層関係のデー
タをtextに落として慣れた方法で解析できる 
  ・ 自分の解析したい各種format data（netCDF, text, 
csv, HDFなど）についてIDL load procedureを書けば
、IUGONET登録データと同時解析できる 
     























































• 解析ツールは、米国の大学（UCLA, UCB）と共同開発している。 
• 本解析ツールに登録されている地上観測点のうち、IUGONETが関連している
ものが73%を占める。 
• 太陽－磁気圏－超高層大気－下層大気の相互作用を研究するためには、
IUGONETのデータ・人的資源が必要不可欠。 
まとめ 
1. IUGONETでは、地上からの超高層大気、太陽、気象（レーダー）観測を実
施している機関を中心に、メタデータデータベース（ＭＤＤＢ）とその解
析ツール（ＵＤＡＳ）を構築している。 
2. IUGONET メタデータフォーマットは、超高層大気分野で国際的に標準的
に用いられているSPASEに準拠。登録件数は現在約800万件。 
3. IUGONET ＭＤＤＢ（検索システム）はDspaceを用いており、横断検索
の準備は出来ている。分野外の利用者のため登録データテーブルを作成、
連想検索への取り組みを開始している。 
4. 解析ソフトウェアとして、IDL/TDASと共に働くUDASを開発してきた。
IDL-VM環境で走るTDASを開発し、β公開した。今後、新しいデータのロ
ードプロシジャの公開、メタデータデータベースとの連携ツールの開発、 
2次元データのロード、可視化・解析ツールの開発等を計画。 
5. ＭＤＤＢ，UDASのチュートリアル・データ解析講習会を定期的に開催し、
MDDB,解析ソフトの普及に努めている。メーリングリストも開始した。 
6. ヨーロッパの同様の目的をもつプロジェクト（ESPAS）とオントロジーを
用いてデータベースをつなぐ試みを開始した。 
7. IUGONETシステムが他の分野横断的データベース作成（福島放射能事故関
連のメタデータ・データベース等）に応用されようとしている。 
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